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1月29日㈮
北海道水素地域づくりプラットフォーム平成27年度第 2回会合
の開催
　北海道に豊富に賦存する再生可能エネルギーの活用を、水素
を利用することにより促進させ、水素を活用した地域づくりを検
討することを目的に、国、地方公共団体、有識者、民間企業等
が参加して本年 5月に設立された「北海道水素地域づくりプラッ
トフォーム」（座長：佐伯浩北海道大学名誉教授（前北海道大
学総長））の平成27年度第 2 回会合を開催します。
　傍聴又は取材を希望される方は、以下の問い合わせ先までご
連絡ください。
　●場　所　ニューオータニイン札幌　2 階　鶴の間
　　　　　　（札幌市中央区北 2 条西1丁目1 - 1）
　●時　間　14:00～17:30
　第1部：プラットフォーム会合
　　・平成27年度活動報告及び平成28年度活動予定
　　・会員からの情報提供及び意見交換
　第 2 部：パネルディスカッション
　　「水素社会の実現に向けた地域の取組のあり方」
　　コーディネーター
　　　近久　武美　氏（北海道大学大学院工学研究院教授）
　　パネリスト
　　　榎本　裕幸　氏（㈱ＮＴＴファシリティーズスマートビジネス本部
　　　　　　　　　　　　　スマートコミュニティ部担当課長）

　　　工藤　　広　氏（稚内市長）
　　　中村　　仁　氏（横浜市港湾局企画調整部企画調整課課長補佐）
　　　谷　　義勝　氏（㈱谷グリーンエネルギー研究所代表取締役）
　　　鎌田　照章　　 （国土交通省北海道局参事官）
　問い合わせ／北海道開発局開発監理部開発連携推進課
　　　　　　　TEL　011-709-2311(内線5417）

国営滝野すずらん丘陵公園
　1月 3日㈰
　滝野の森で日の出を見よう！
　　森の交流館から初日の出を見ます。
　　　●参加費　200円（駐車料金は別途）
　　　●定　員　30名
　　　●時　間　7:00～9:00
　　　●場　所　森の交流館
　　※申し込み滝野管理センター（011-594-2222）
　1月10日㈰･24日㈰
　冒険遊び場　きのたんの森
　　 尻滑りやかまくら作りなど、雪を使って自由に遊べる遊び場
を開催します。

　　　●参加費　無料（駐車料金は別途）
　　　●場　所　滝野の森（当日直接現地へ）
　　　●時　間　12:30～14:30

　1月16日㈯･23日㈯･30日㈯
　はじめての歩くスキー
　　靴のはき方からお教えします。滝の氷瀑を見に行くコースです。
　　　●参加費　200円／名（駐車料金は別途）
　　　●定　員　20名／回（小学生以上）
　　　●受　付　東口休憩所
　　　●時　間　10:00～12:00
　　※12月11日㈮よりTEL（011-594-2222）受付開始。
　1月 4日㈪～ 2月13日㈯
　第 7回「冬の外遊び」絵画コンクール・絵画展の作品募集
　　「冬の外遊び」をテーマにした絵画コンクールを開催します。
　　　●受　付　カントリーハウス、滝野公園案内所
　　　●対　象　未就園児～小学生
　　※ 応募用紙と作品を受付まで直接持参か、郵送で滝野管

理センター（011-594-2222）まで。展示は2月21日㈰～
3月31日㈭。

※ 詳細は当公園ホームページ（http://www.takinopark.com/）
をご覧いただくか、滝野公園案内所（011‒592‒3333）まで
お問い合わせください。
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　12月はじめ、助成研究の発表会を開催。テーマは
『北海道の歴史・文化と観光』。沖縄との歴史・文化・
観光の比較、アイヌ語地名に残された災害の履歴、
そしてワインツーリズムに関する3つの研究が発表
され活発な質疑が続きましたが、ワインツーリズム
は実はこれから歴史をつくる段階。100年余りで人
口500万人の島にした北海道も実は世界遺産クラス
の開発の奇跡で世界的にみれば歴史は浅く新しい。
ところで、今個人的に注目しているのは瀬川拓郎著
『アイヌ学入門』で紹介された、北海道の歴史研究
では触れられなかった「金」の視点。あの古事記が
できた712年からやや後の10世紀以降、北海道は修
験者を中心に金の採掘がなされ、17世紀には5万人
が金産地の胆振日高にいたとか。この研究が進めば
北海道の別の歴史がひもとかれそう。（草苅）

研究所だより




